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事業の概要

［単位：ｍ］
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区間

こ なん いし べ

（起）滋賀県湖南市石部
りっ とう かみ と やま

（終）滋賀県栗東市上砥山

道路延長 4.3km

構造規格 第３種第１級

設計速度 80ｋｍ／ｈ

車 線 数 ４車線（本線）、２車線（側道）

標準幅員 37.0ｍ

計画交通量 38,100台／日

全体事業費 430億円

事 業 化 平成元年度

都市計画決定 平成元年4月

用地着手 平成7年度

工事着手 平成13年度

開通延長 －

事業進捗率 約81％（平成26年3月末現在）

用地取得率 約83％（面積ベース、同上）

事業の概要、進捗状況

■交通混雑の緩和 ■交通安全の確保

■地域の活性化

事業の目的 位置図
至京都

至名古屋

野洲川

４．３km

写真

（土工部） （高架部）

標準断面図

平成20年3月16日撮影

事業中

側道開通済

事業中

側道開通済

開通済(２車線含む)
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再評価の視点
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現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点（H23年9月）
から大きな変化なし

■交通量に大きな変化がなく、
　交通容量を大きく超過。
■死傷事故率は依然高い状況。

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H23年9月）
から大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変
化がないため算出を省略

前回
全体　  Ｂ／Ｃ　１．７
残事業 Ｂ／Ｃ  ５．８

４）地域における計画等
前回再評価時点（H23年9月）
から大きな変化なし

■前回評価時以降に策定された以下の計
　 画に位置付け
・滋賀県道路整備マスタープラン（第2次）
　平成24年3月　等

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費）　　８１％
用地取得率（面積） ８３％

平成27年度Ⅰ期区間2車線
供用予定

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
新技術、新工法の採用など
引き続き検討

再評価の視点



関係自治体の意見
■滋賀県知事
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平成26年9月24日 滋道第743号

近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）

一般国道１号栗東水口道路Ⅰについては、対応方針（原案）で【事業継続】とされ
ているとおり、事業効果の早期発現に向けてさらなる整備促進をお願いしたい。

地元も交通混雑、交通事故等の課題解消のため、当該事業の早期完成を強く望
んでおります。

なお、一層の事業推進にあたって必要な予算の確保とともに、徹底したコスト縮減
を取り組んで頂きたい。
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対応方針(原案)       

栗東水口道路Ⅰは、事業の必要性等に関する視点に
変更はなく、事業の進捗の見込みの視点から継続が
妥当と判断できる。
引き続き事業を推進し、早期の開通を目指すこと

が適切である。

事 業 継 続
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